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台弁護士会

：

。

。

。

。
。

●

◆

ｂ

●

。ｌｌｌｌｌｌｌｌ９ｌｌｌｌｌｌｌＤ

。

‐０１１１１１１１’’１１１１

ｂ

０

●

ｅｌ

．
ｏ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
４
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
４
ｌ
。

‐Ｉｌｑｌｌｌ↑ｌｌｌ９ｌｌ０ｌｌｌｌｌｆ

ｂ

◆

。

．

検事

←

事

事

弄諏王 ；
判事
〃

検事

弁護士

判事

〃 ｜
検事

弁護士

判 軍｜
〃

検事 ’

:割
〃 ｜

検事

弁護壬 ｜
判事
〃

検事

弁護士 ，
山11 志

弁護士

判 事

〃

検事

弁護士

判事

〃

検事

弁護士

判事

〃

事

錘

事

検
弁
判
〃



4

庁 名 ’ 官職 担当 氏 名 フリガナ 備考

福島地方裁判

〃

福島地方検察

福島県弁護士

山形地方裁判

〃

山形地方検察

山形県弁護士

盛岡地方裁判

〃

盛岡地方検察

岩手弁護士

秋田地方裁判

秋田地方検察

秋田弁護士

青森地方裁判

青森地方検察

青森県弁護士

札幌地方裁判

〃

札幌地方検察

札幌弁護士

函館地方裁判

〃

函館地方検察

函館弁護士

旭川地方裁判

〃

旭川地方検察

旭川弁護士

釧路地方裁判

〃

釧路地方検察

釧路弁護士

高松地方裁判

〃

高松地方検察

香川県弁護士

徳島地方裁判

〃

徳島地方検察

徳島弁護士

高知地方裁判

〃

高知地方検察

高知弁護士
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参列者

和田希志子

中川裕子

48期

70期

日本弁護士連合会

（第一東京弁護士会）

日本弁謹士連合会

（東京弁護士会）

日弁連司法修習
委員会副委員長

日弁連司法修習
委員会幹事

ワダキシコ

ナカガワユウコ

司法研修所

5



資料目録

（事務局長説明関係）

1 第77期集合修習A班カリキュラムの概要

2第77期集合修習B班カリキュラムの概要

3第78期修習日程

4第78期導入修習カリキュラムの概要

5導入修習に関するアンケート集計結果（第78期導入修習終了時）

6修習結果簿（78期第1クール：民事裁判修習）集計結果

7修習結果簿（78期第1クール：刑事裁判修習）集計結果

8修習結果簿（78期第1クール：検察修習）集計結果

9修習結果簿（78期第1クール：弁護修習）集計結果

10第78期集合修習日程予定表

11 選択型実務修習全国プログラム集計（第77期・第78期）

12第79期修習日程



③

第78期修習日程

※なお、A班の選択型実務修習及びB班の集合修習のカリキュラム終了後、 5科目の筆記考試が行われる予定である。

修習区分

A班

修習期間 移動日

B班

修習期間 移動日

導入修習

開始日 7.3.19(水）

終了日 7.4.10(木）

実日数 16

7.4. 11(金)～
7.4. 13(日)※3日

開始日 7．3． 19(水）

終了日 7．4． 10(木）

実日数 16

7.4. 11(金)～
7.4. 13(日)※3日

分
野
別
実
務
修
習

第1クール

第2クール

第3クール

第4クール

開始日

終了日

実日数

開始日

終了日

実日数

開始日

終了日

実日数

開始日

終了日

実日数

7.4.14(月）

7.6.8(日）

37

7.6.9(月）

7.7.30(水）

37

7.7.31（木）

7.9.24(水）

37

7.9.25(木）

7. 11. 18(火）

37

開始日

終了日

実日数

開始日

終了日

実日数

開始日

終了日

実日数

開始日

終了日

実日数

7.4.14(月）

7.6.8(日）

37

7.6.9(月）

7.7.30(水）

37

7.7.31(木）

7.9.24(水）

37

7.9.25(木）

7. 11. 18(火）

37

選
択
型
実
務
修
習
及
び
集
合
修
習

集合修習
開始日

7.11.21(金）

終了日 8.1.9(金）

実日数 30

選択型修習
開始日

8.1. 13(火）

終了日 8.2.26(木）

実日数 31

自由研究日 8.2.27(金）

7.11.19(水)～

7.11.20(木)※2日

8. 1. 10(土)～
8. 1. 12(月)※3日

選択型修習
開始日

7.11. 19(水）

終了日 8. 1.9(金）

実日数 32

集合修習
開始日

8.1. 14(水）

終了日 8.2.26(木）

実日数 30

自由研究日 8.2.27(金）

8. 1. 10(土)～

8. 1. 13(火)※4日



⑤ブラフ

導入修習に関するアンケート集計結果

○第78期の司法修習生に対し､導入修習終了時にアンケート調査を実施した。
司法修習生1556人中1501人が回答(回答率96.47%)

○導入修習を通じて知織･能力の不足を感じた者と､導入修習中に自学自修に取り組んだ者の割合

図表1－1
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■

■導入修習を通じて知識･能力の不足を感じ、自学自修に取り組んだ

（識丙は､不:gを感じた害のうち､自箏自修ﾒﾆ駁以組,蓉音の割合ｿ

■導入修習を通じて知識･能力の不足を感じたが､自学自修に取り組まなかった

（藩捌”は､不忘を感じた音のうち､自学自修机二載り麺まなかった害の割合ノ

■導入修習を通じて知識･能力の不足を感じなかった
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グラフ

○77期との比較

図表1－2－1（民裏系）
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67.0％ 22.2％

72,2％ 22.9％ 畿
■導入修習を通じて知識能力の不足を感じ、自学自修に取り組んだ

■導入修習を通じて知識能力の不足を感じたが、自学自修に取り組まなかった

■導入修習を通じて知識･能力の不足を感じなかった

図表1－2－2(刑事系）
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■導入修習を通じて知識能力の不足を感じ、自学自修に取り組んだ

■導入修習を通じて知識能力の不足を感じたが、自学自修に取り組まなかった

■導入修習を通じて知識･能力の不足を感じなかった

2／13ページ （



グラフ

図表1－2－3(共通）
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■導入修習を通じて知識･能力の不足を感じ、自学自修に取り組んだ

■導入修習を通じて知識能力の不足を感じたが､自学自修に取り組まなかった
1 ，

■導入修習を通じて知識能力の不足を感じなかった

､

ヤ
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グラフ

○導入修習を通じて不足していた知職｡能力をどの程度補うことができたか(母数は回答者全員）

図完2－1
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32.2％ 3.9％
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民事訴訟手続知識

要件事実の考え方

刑事実体法の知識

刑事訴訟手続知識

主張分析の知識等

事実認定の知識等

■補うことができた■やや補うことができた■あまり補うことができなかった■補うことができなかった■無回答

○77期との比較(母数は回答者全員）

図表2－2－1(民事系）
0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

■■■■■

則1 ． ．

■■
写 ?『
4

三Jﾔ 』 ’ ,

L
塾･『 ;、

■■

１
１
１
１

■■■■■■■■■■

49.0％

|■■■■
50.2％

■■
47.2％

|■■■■
47．7％

|■■
49.2％

F「

77期 34.7％民
事
実
体

法
の
知
識

’ ’
78期 35．5％

誌二
民
事
訴
訟

手
続
知
識

77期 33.5％

ｉ
・

’
－
１

78期 四ﾕ髄 36.3％

要
件
事
実

の
考
え
方

77期 28.4％ 4.9% 0.9%5.7％

■■■
5.5％
■■■■■■

｜ ’ ’

'0678期
￥

３
－
％７■２

■補うことができた■やや補うことができた■あまり補うことができなかった■補うことができなかった■無回答
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グラフ

図表2－2－2(刑事系）
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■補うことができた■やや補うことができた■あまり補うことができなかった■補うことができなかった■無回答
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図表2－2－3(共通）
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■補うことができた■やや補うことができた■あまり補うことができなかった■補うことができなかった■無回答

5／13ページ



グラフ

○導入修習を通じて不足していた知職風能力をどの程度補うことができたか(母数は不足を感じたと回答した者）

図表2－3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

. I

ロ 掴01皇9％ 53.6％ 37‘9％

樫03.5％ 51‘8％ 39,5％

‘息%llJ34% ' ' | ' ' ､"M ' ■。
39.5％

34.4％

民事実体法の知識 ､7％

民事訴訟手続知識 ､8％

要件事実の考え方 6％

’ i ｜
’ １

１
１

ノ

〔

）
／

ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｂ
Ｈ
Ｉ
肌
Ｉ
リ
ロ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
ｌ
Ｌ
手
１
日
■
且
■
■
■
Ｉ
■
二

■
■
■
■
■
０
凸
Ｈ
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
Ⅱ
Ｉ
■

刑事実体法の知識 5％5.9％ 054‘6％ 33.6％5.4％

１１１
刑事訴訟手続知識 ､6％5.E蹄但5.5別 56.0％ 32.0％

’ ｡

主張分析の知識等 34.8％ 7.4％'0 8％5.0％ 52.0％

｢－ ｜ ’ ｜ ’ ｜ ’ ｜ ’
事実認定の知識等 7.3％'0 ､8％32.8％6.6％ 52.6％

L

■補うことができた■やや補うことができた■あまり補うことができなかった■補うことができなかった■無回答

○77期との比較(母数は不足を感じたと回答した者）

図表2－4－1(民事系）
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■補うことができた■やや補うことができた■あまり補うことができなかった■補うことができなかった■無回答
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グラフ

図表2－4－2(刑事系）
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■補うことができた■やや補うことができた■あまり補うことができなかった■補うことができなかった■無回答

図表2－4－3(共通）
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■補うことができた■やや補うことができた■あまり補うことができなかった■補うことができなかった■無回答
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グラフ

○自学自修の内容

図表3－1(各選択肢に1項目でもﾁｪｯｸを付けた人数の割合）
0％ 20％ 40％ 60％ 80％
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○自学自修の内容

図表3－2(項目別）
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■法律基本書■法科大学院の復習■研修所の教材等■導入修習の復習■その他
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グラフ

○自学自修に取り組まなかった理由

図表4－1(各選択肢について1項目でもチェックを付せた人数の割合）
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○自学自修に取り組まなかった理由

図表4－2
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グラフ

○導入修習のカリキュラムの中に｢役立たない｣ものがあると答えた者の割合

図表5

無回答,0.5％｢役立たない｣ものがある,2．1％
立たない」

る,11.1％

■｢役立たない｣ものがある

■｢あまり役立たない｣ものがある

■ない

■無回答

※｢『役立たない』ものがある｣は､一つでも｢役立たない｣を選択した者。 ．

※｢『あまり役立たない』ものがある｣は､一つでも｢あまり役立たない｣を選択した者のうち、「役立たない｣を選択した者を除く。

。
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グラフ

○導入修習の各カリキュラムはどの程度役立つと思うか

図表6－1
0% 10%20% 30%40%50%60% 70%80%90%100%
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■■耐
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縣
鷲

2．1

0

民事第一審手続要説(講義）

民事総合1

民事総合2．3

民裁即日起案解説十民事事実認定の手法と留意点

民事事実認定の手法と留意点

民弁問題研究1(事案分析）

民弁問題研究3(講評）

民弁演習(和解条項）

民弁講義1(立証濡動）

民弁講義2(民事保全･民事執行）

民弁講義3(弁護士倫理･職責等）

刑事問題研究(勾留）

刑事共通演習基礎(公判前整理手続）

刑裁講義(事前課題解説等）

刑裁即日起案解説

検察導入講義

捜査演習

検察即日起案講評十検察実務修習の留意点

刑弁演習1(起訴前弁護）

刑弁演習2(即日起案解説･否認事件）

刑弁演習3(量刑事件）

裁判修習に向けて

■役立つ■少しは役立つ■あまり役立たない■役立たない■無回答
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グラフ

○77期との比較
◆

図表6－2
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実認定の手法

と留意点

期
期
７
８
７
７

836％

■■■■■
88.2％

■■
81．9％

84ゞ8％
■■■■■

■■
78.5％

■■■■■■

■
一
■
一
■

期
期
７
８
７
７

民事事実認定の

手法と留意点

’
期
期
７
８
７
７

民弁問題研究1

(事案分析）
h

｜ ’
期
期
７
８
７
７

82.0%

I■■■■■■■
82ユ％

81.2％

I■■■■■■■
79,9％

77.7％

I■■■■■■
78,9％

77.0％

I■■■■■■
77.9％

64.8％

I■■■■■■
67.6％
■I■■■■■■■■■■■■

民弁問題研究3

(講評）
’

ｉ
ｌ

期
期
７
８
７
７

民弁演習

(和解条項）

I’
期
期
７
８
７
７

民弁講義1

(立証活動）

｜’ １
１
１

民弁講義2

(民事保全
民事執行）

期
期
７
８
７
７

｜ ’
民弁講義3

(弁護士倫理

職責等）

77期

78期 聯茜色
諏胸藤
■■■■■■■■

守

山

日

０

１
１

１
－

■

■役立つ■少しは役立つ■あまり役立たない■役立たない■無回答
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グラフ

100％80％40％ 60％20％0％

,a｡%,3"%
0.5％

185%1S6I1.1%

0．2％

15.8%1.12I(1.9%
0.4％

14.4％1.5弧().7％

’
0．3％

16.7% 1.ZZKl.8%
0.2％’

15.5％1．塾協励.9％

一
酔
印
》

刑事問題研究 77期
(勾留） 78期

｜
期
期
７
８
７
７

82.0％

■ﾛ■■
E翻j曙

刑事共通演習

基礎(公判前

整理手続）

’
期
期
７
８
７
７

醜1A脳
ﾛ■■■
E凋郷r

刑裁講義

(事前課題

解説等）

'

i7％
0‘3F

135%1."h
Oユ％

12,4％0.5列（12.4％0.5% 0

期
期
７
８
７
７

83.7％

刑裁即日起案

解説
■ 1

86.2％ .8%

0.2%

15．1％0国60.9％
0.31％

13.1%O.gZi(1,9%

0.3％

16.3%ﾕﾕ緊駒.7％
0.4％’

15.7%1DZm.8%

0．2％

115%0.8Z0.8%
0.1％’

10.5知ﾖ咽'､9％

n．qA

16.9% 1.M ( 1.8%
0.3％

16.3知.既|(|､9％

0．5賂

14.6％ユユ郷.8％
、4呪

13.ﾗ彌遜I(I,7%

0．5船

21.4% 2."II).8%
0‘3％

18.4% 23%I).7%

0‘6'賂

21.1% 2.i%l('.9%
0.5%

20.3％型蜘.7％

.」
15ユ％0．6

0.5%

203％五粥（

77期

検察導入講義
78期

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
■
■
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
“
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
１
１
旧
Ｌ

｜

’
期
期
７
８
７
７

鋤f脳
■■■
82‘1％

捜査演習

期
期
７
８
７
７

86.7％

|■■■
88‘2％

検察即日起案

講評十検察実務
修習の留意点

と
〒
甲
甲

1
期
期
７
８
７
７

刑弁演習1

(起訴前弁護） ～

刑弁演習2

(即日起案解説・

否認事件）

期
期
７
８
７
７

｜

’

期
期
７
８
７
７

75噸0％

I■■■
流_滋子

刑弁演習3

(量刑事件）
’

’ ｜ ’
77期

裁判修習に向けて
78期

74.7％

『
癖

■役立つ■少しは役立つ■あまり役立たない■役立たない■無回答
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⑥
【比較版(77期､78期）修習結果簿(民事裁判修習:第1クール)集計結果

…

起案総数 平均77期＝54件

78期＝51件(％）

45％

40％

35％

30％

25％

20％

ノ
、

15％

10％

ノ
5％

0％

８
件

９
件

、
件

ｎ
件
以
上

1

件

２
件

３
件

４
件

５
件

6

件
７
件

０
件

－78期(割合）-77期(割合）

…

事実認定起案 件
件
２
０
３
３

一
一
一
一

期
期
７
８
７
７

均平

(％）

40％

35％

30％

25％

20％

／
15％

10％

5％

0％

０
，
件

１
件

2 3

件 件

－77期(割合）

４
件

５
件

6 7

件 件

－78期(割合）

８
件

９
件
、
件
以



…

法廷傍聴等 件
件
６
４
８
９
１
１

一
一
一
一

期
期
７
８
７
７
均平

(％）

35％

30％

25％

20％

15％

10％

5％

0％

10

件

11

件

ﾕ2

件

13

件
刈
件

15

件

16

件
”
件

18

件
四
件
加
件
迦
件
以
上

０
件
１
件
２
件

3

件
４
件
５
件

６
件
”

７
件
８
件
９
件

-77期(割合） －78期(割合）

…

【78期I【77期I

保全事件 保全事件

■具体的事件の修習

■講義形式のみの修習

■修習の経験なし

■具体的事件の修習

■講義形式のみの修習

■修習の経験なし



国

【78期】【77期】

執行事件 執行事件
6.3％ 9.7％

ﾛ具体的事件の修習

･講義形式のみの修習

u修習の経験なし

■具体的事件の修習

■講義形式のみの修習

■修習の経験なし

＝

【78期】【77期】

破産事件 破産事件

42.6％
ﾛ具体的事件の修習

■講義形式のみの修習

■修習の経験なし

ロ具体的事件の修習

国識義形式のみの修習

■修習の経験なし
il



⑦【比較版(77期､78期）修習結果簿(刑事裁判修習:第1クール)集計結果

起案総数 平均77期＝4.9件

78期＝4．6件１
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

％
印
弱
印
妬
㈹
弱
釦
お
加
鱈
、
５
０

く

『

「－－ 、､、
ノ
ノ

0件 1件 2件 3件 4件 5件 6件 7件 8件 9件 10件 11件～

－77期(割合） --.78期(割合）

事実認定起案 平均77期＝2．7件

78期==2.9件
(％）

45％

40％

35％

30％

、、〃〃25％

20％

、〃
15％

／／ 、10％

5％

0％

2件 3件 4件 5件 6件

－77期(割合） －78期(割合）

7件 8件～1件0件



|

問題点を検討した手続傍聴 件
件
５
８
４
４
１
１

一
一
一
一

期
期
７
８
７
７
均平

(％）
30％

25％

20％

15％

10％

5％

0％

12 13 14 15

件 件件件

－78期(割合）

16

件
”
件
蝿
件
四
件
加
件

21

件～
０
件
１
件
２
件
３
件
４
件
５
件
６
件

7 8 9 10

件 件件件

－77期(割合）

11

件

【78期】【77期】

令状事務の経験割合 令状事務の経験割合

0.0％2.0％

■経験あり

■経験なし

■経験あり

澱経験なし

【78期I【77期】

模擬裁判の経験割合模擬裁判の経験割合

0.9%1.1％

■経験あり

■経験なし

■経験あり

■経験なし



⑧

【比較版(77期､78期）修習結果簿(検察修習:第1クール)集叶結果

|｜ グラフ1 11捜査実務修習(身柄･在宅事件の経験割合）

【77期】 【78期】

■身柄･在宅事件ともに

経験あり

己‘身柄事件のみ経験あり

・身柄･在宅事件ともに経

験あり

身柄來件のみ経験あり

益在宅事件のみ経験あり■在宅耶件のみ経験あり

ﾛ身柄･在宅事件ともに
経験なし

ロ身柄･在宅砺件ともに経
験なし

捜査実務修習件数分布
（身柄･在宅事件）

平均77期＝4．6件

78期＝4．6件

(％）

30％

25％

20％

〃 、〃
15％

〃〃
10％

5％

0％

加
件
以
上

６
件

７
件

８
件

９
件

２
件

３
件

４
件

５
件

０
件

１
件

－77期(割合） 78期(割合）
｡

1



にZ壹壺。

捜査実務修習(身柄事件､経験事件数分布） 件
件
４
５

１
１

一
一
一
一

期
期
７
８
７
７
均平

(％）

70％

60％

50％

40％

30％

Z0％

10％

0％

０
件

1

件

2

件
３
件

４
件

5

件
６
件

７
件

８
件
以
上

－77期(割合） －78期(割合）

捜査実務修習(在宅事件､経験事件数分布） 件
件
２
１

３
３

一
一
一
一

期
期
７
８
７
７

均平

(％）

35％

30％

25％

20％

1
15％

〃〃
10％

5％

裂

0％

０
件

１
件

２
件

３
件

４
件

５
件

６
件

７
件

８
件
以
上

－77期(割合） －－－78期(割合）



|｜ グラフ4 11公判実務修習の経験

【78期】【77期】

■経験あり

■経験なし

■経験あり

■経験なし

公判実務修習(経験件数分布） 平均77期＝31件

78期＝2．8件
(％）

25％
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加
件
以
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６
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７
件

８
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９
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２
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３
件

４
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０
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１
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－78期(割合）－77期(割合）



Iゲﾗﾌ6 11公判実務修習(起案の経験）

【78期】【77期】

■経験あり

■経験なし

嬢経験あり

■経験なし

公判実務修習(起案件数分布） 件
件
８
６

１
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一
一
一
一

期
期
７
８
７
７

均平

(％）
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以
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５
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件

2

件
３
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件
０
件

1

件

－78期(割合）-77期(割合）



⑨

【比較版(77期､78期）條習結果簿(弁瞳修習:第1クール)集計結果

法律相談 件
件
８
８

１
１

１
１

一
一
一
一

期
期
７
８
７
７
均平

(％）
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刈
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塑
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件
迦
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以
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２
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件
４
件
５
件

6

件
７
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８
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9

件
加
件

12

件

－77期(割合） －78期(割合）
誼

※法律相談(弁護士会，自治体及び事務所等におけるもの).,交渉,受任等の立会傍聴

厄壹壺菫］

当事者との打合せなど 平均77期＝6． 1件
78期＝63件

〆

(％）

14％
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2％
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件
１
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件
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件
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似
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件
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件
刀
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件
迦
件
以
上

－77期(割合） －78期(割合）



起案(訴訟･調停等） 平均77期=5.9件

78期＝5．7件(％）

20％

18％

16％

14％
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6％
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へ △
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６
件

７
件

９
件

８
件

ユ0

件
ｎ
件
以
上

－77期(割合） －78期(割合）

※訴訟調停[民事･家事],ADR等の訴状,申立害,準備書面.内容証明等の起案

一

起案(尋問事項書等） 件
件
７
８

０
０

一
一
一
一

期
期
７
８
７
７

均平
(％）
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I
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４
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皿
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以
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－77期(割合） ローー78期(割合）

※尋問事項書･陳述害等の起案



|｜ グラフ3 11保全･執行の経験有無

【78期】【77期】

■経験あり

■経験なし

■経験あり

■経験なし



:ー

弁輪等傍聴 平均77期=8.5件

78期＝7．9件(％）
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且
12％

10％

8％

6％

4％

2％

0％

０
件

1

件

2

件

3

件
４
件

5

件

６
件
”

７
件
８
件
９
件
加
件

11

件

12

件
鯛
件
Ｍ
件

15

件
妬
件

17

件

肥
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加
件
迦
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以
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－77期(割合） ･－－78期(割合）

※口頭弁論､弁論準備､和解､調停､審判､審尋､裁判官面接等

尋問の傍聴 平均77期=0. 6件

78期=0,7件(％）
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|｜ グラフ5 11刑事弁護経験(被疑者･被告人弁護)の有無

178期】【77期I

％

■両方あり

ロ被疑者弁護のみ

■被告人弁迩のみ

■両方なし

園両方あり

口被疑者弁餓のみ

■被告人弁渡のみ

■両方なし

|「グﾗﾗ后司|否認事件の経験の有無□

【78期】【77期】

■経験あり

■経験なし

■経験あり

■経験なし

|｜ グラフ7 11刑事起案経験(被疑者･被告人弁謹)の有無

【78期】【77期】

19.9％ Z9．3％
■両方あり

ロ被疑者弁護のみ

■被告人弁渡のみ

■両方なし

■両方あり

ロ被疑者弁齪のみ

■被告人弁謹のみ

■両方なし

＝＝

41.4％41.4％
9.3％9

’



⑩

’| ､鬘:綱:", ’
2限目

(12;40～14:30）

月
／
日

月
／
日

3限目
(14545～16435）

3限目
(14:45～16:35）

1限目
(9:50～11:40）

2限目
(12:40～14:30〕

1限目
(9:50～11：40）

曜曜

民共演習7
(判決･講評）刑共演習(争点整理等） 金 犀讐届茎2岨淵金 95

｡ －

刑共演習(尋問）月8

令和6年度(第78期)司法修習生

民戒起勇1 局汗火9

I

A班集合修習日程予定表
弁共演習
(弁震士倫理）

民共演習2(口頭弁錨期日）水10

民藪起案2即日木11

－

選択型実務修習
(注）本表は予定であって､確定日程ではない。 刑共問題研究

(情状･量刑）
刑弁起案1講酔金12

刑裁起案1講評検察起案1講評月15

’ 曼邪逼塞引講,〒刑裁起案1講評火16

刑弁起案2(即日）水17

1限目
（9:50～11:40）
※11月21日ｵﾘｴﾝﾃｰ調ﾝは
1限開始前の9:10頃～

●ﾛ

月
／
日

2限目
(12:40～14;30）

3限目
(14345～16:35） 一

曜
検察起案2(即日）木18

オリエン
テーショ
ン※

民裁講義
950開始

考試刑裁起案2(即固）刑弁問題研究
一

一

金金 1911／21

I

考試振替休日 贋祷壼霊這間目月月 2224

民共演習3(弁蓑準備手続期日）
（12:30開始）

考試火 諄詩詞湛要約星舎騨|題研巽2火 鴎詳問皿園竪1 2325

民戒演習(争点整琿） 考試民共演習4(準備）水民裁起案1即日水 2426

民共演習5(和解） 考試民錘〆㎡晋争点整理木刑弁起案1(即日） 25木27

｡

民裁起華2.円､画ロ金検察起案1(即日）金 2628

’’ 刑弁起案2講評刑裁問題研究民共演習1(準備） 月1／5月 星弁濁題唾痴．12/1

-■【1

民藏

刑裁

民弁

刑弁

民事薮判

刑事裁判

民事弁瞳

刑事弁鰻

民事共通

刑事共通

全科共通

弁展共通

･･即日起案

民共・・

刑共・・

全共・・

弁共｡.

(即日）

民共演習6(交互尋問）火刑裁起案1(即日） 6火2

検察問題研究
(被害者保護）

検察起案2講評水歴評鵬霊Tｲ固関水 73

刑共演習
(争点整理等）
刑共演習
(争点整理等）

邦|裁起案2講評全共特別講義木華竃雷：〔講痴袖触 8木4

凡例



' ㈹塁:綱", ’
2限目

(12:40～14;30） ’
月
／
日

月
／
日

2限目
(12:40～14:30）

3限目
(14:45～16:35）

1限目
(9?50～11＄40）

3限目
(14;45～16:35）

1限目
(9250～11:40）

曜 曜

検察問題研究
(被害者保謹）

刑共演習(争点整理等） 検察起案2購評火火27 24

刑共演習(尋問） 全共特別講義 刑裁起案2講評水 水2528

令和6年度(第78期)司法修習生
民共演習7
(判決･購評）

蔓井猛霧Z鋼酔木 民裁起案1胃評 木2629

１
１

B班集合修習日程予定表
弁共演習
(弁灌士倫理）

民共演習2(口頭弁護期日） 自由研究日金 金2730

考試月 民裁起案2即日2/2

(注）本表は予定であって､確定日程ではない。 刑共問題研究
(情状･量刑）

刑弁起案1講評火 考試3

水 刑弁起案2(即日） 考賦4

検察起案1講評 刑裁起案1講評 考試末5

刑穀起案1講評 里弄癖測画岼 考試金6

検察起案2(即日）月9

’1限目
（9:50～11:40）
※1月14日ｵﾘｴ万一ｼｮﾝは1
限開始前の9$10頃～

一一一 l■■

月
／
日

2限目
(12＄40～14:30） ｊ５３６

一
日
１

限
宇
３
４４１く曜

刑裁起案2(即日）火10

’

1

1

オリエン
テーショ
ン※

民裁講義
gSO開始

水 建固記念の日刑弁問題研究水 111／14

’
墨…翌四日）寄閣皿慨廃2 木厘委而垂襲観ゥ木 1215

●

民共演習3(弁舗準備手続期日）
（12:so開始）

金 風井田四$墨翻り民裁起案1即日、金 1316

’
民共茨習4(準備）月 民数魏習争点啓垂刑弁起案1(即日）月 1619

’
民孟.演習争点整理 民共演習5(和解）検察起案1(即日） 火17火20

’ 民共演習1(準備） 水 民裁起案2 牙民弁問瞳置硯團水 1821

’
民共

刑共

全共

弁共

(即日）

民事共通

刑事共通

全科共通

弁腰共通

即日起案

民裁

刑餓

民弁

刑弁

民事裁判

刑事裁判

民事弁護

刑事弁護

刑弁起案2講評木 刑裁問題研究刑裁起案1(即日） 19木22

金 民共演習6(交互尋問）任蒔裡霊lに即日！ 20金23

刑共演習
（争点整理等）
刑共演習
(争点整理等）

天皇電生日月23里軒濁宕階尋I昨月26

凡例



⑪

選択型実務修習全国プログラム集計(第77期）

〔注〕人数はA班とB班の合計で令和6年7月5日現在のもの

庁会 実施庁会 プログラム名 プログラム数 募集人数 応募人数

裁判所

最高裁

東京地裁

大阪地裁

裁判部

知財

知財

2

4

4

32

64

32

45

89

44

弁護士会

東京三会

大阪

大規模事務所

知財

企業法務

渉外

知財

9

2

2

19

11

17

4

2

25

15

39

10

18

35

12

法テラス 96 109 312

公設事務所等
●

7 7 23

衆議院 1 2 13

参議院 2 2 22

法務省 5 128 332

外務省 1 1 11

公調委 1 4 6

中労委 2 8 27

国税不服審判所 1 20 30

預金保険機構 1 2 5

児童相談所 7 10 60

IOM 2 2 16

JICA 1 2 10

ILO 2 2 8

日弁連国際室 2 2 3

福祉機関 6 9 22

民間企業 8 17 96

計 198 518 1288



選択型実務修習全国プログラム集計(第78期）

〔注〕人数はA班とB班の合計で令和7年7月10日現在のもの

庁会 実施庁会 プログラム名 プログラム数 募集人数 応募人数

裁判所

最高裁

東京地裁

大阪地裁

裁判部

知財

知財

2

4

4

32

64

32

38

82

44

弁護士会

東京三会

大阪

大規模事務所

知財

企業法務

渉外

知財

9

2

2

16

9

17

4

2

20

13

23

2

4

29

11

法テラス 89 101 223

公設事務所等 6 6 15

衆議院 1 2 24

参議院 2 2 14

法務省 5 128 245

外務省 1 1 8

公調委 2 8 10

中労委 2 8 29

国税不服審判所 1 20 28

預金保険機構 1 5 9
0

地方自治体 1 1 12

児童相談所 9 12 84

JICA 1 3 9

日弁連国際室 2 2 3

福祉機関 6 9 16

民間企業 8 17 106

計 185 509 1068



⑫

【機密性2】

第79期修習日程

※なお、A班の選択型実務修習及びB班の集合修習のカリキュラム終了後、 5科目の筆記考試が行われる予定である。

修習区分

A班

修習期間 移動日

B班

修習期間 移動日

導入修習

開始日 8．3． 19(木）

終了日 ‘ 8,4. 10(金）

実日数 16

8.4.11(土)～
8．4． 13（月）※3日

開始日 8.3. 19(木）

終了日 8.4. 10(金）

実日数 16

8．4.11(土)～

8．4． 13（月）※3日

分
野
別
実
務
修
習

第1クール

第2クール

第3クール

第4クール

開始日

終了日

実日数

開始日

終了日

実日数

開始日

終了日

実日数

開始日

終了日

実日数

8.4. 14(火）

8.6.9(火）

37

8.6. 10(水）

8.8.2(日）

37

8.8.3(月）

8.9.28(月）

37

8.9.29(火）

8. 11.20(金）

37

開始日

終了日

実日数

開始日

終了日

実日数

開始日

終了日

実日数

開始日

終了日

実日数

8.4. 14(火）

8.6.9(火）

37

8．6． 10(水）

8.8.2(日）

37

8.8.3(月）

8.9.28(月）

37

8.9.29(火）

8. 11.20(金）

37

選
択
型
実
務
修
習
及
び
集
合
修
習

集合修習
開始日

8. 11.24(火）

終了日 9. 1.8(金）

実日数 30

選択型修習
開始日

9.1. 12(火）

終了日 9.2.25（木）

実日数 31

自由研究日 9.2.26(金）

8.11.21(ja)~

8. 11.23(月）※3日

9. 1.9(土)～

9．1． 11（月）※3日

選択型修習
開始日

8. 11.24(火）

終了日 9. 1.8(金）

実日数 30

集合修習
開始日

9. 1. 13(水）

終了日 9.2.25(木）

実日数 30

自由研究日 9.2.26(金）

9.1.9(土)～
9． 1． 12(火)※4日


